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短鎖塩素化パラフィン (ポリ塩化直鎖パラフィン、SCCPs)

Short-Chain Polychlorinated Parafflns(C10～ C13)

2017年4月～5月
POPs条約締約国会議（COP8）でPOPs条約 の附属書（A）へ追
加（＝製造・使用等の禁止）

POPs条約では炭素数が10から13、塩素化率が重量比で
48％を超える直鎖の物質が対象。

2018年4月 化審法の第一種特定化学物質に追加

構造式例 （炭素数12 塩素化率60％の例）
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(岡山県環境保健センター年報，28，45－52，2004)

主として金属加工油剤、繊維等の難燃剤、切削油、封止剤、ゴム
、皮革処理剤、塗料、コーティング剤等の用途に使用されている。

(平成16年度化学物質分析法開発調査報告書，204－245)
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SCCPsについてはLC/MS (APCI) 1), GC/MS (ECNI) 2)

やGC/TOFMS 3)などを用いた分析事例が報告されてい
る 。

今回、ESCi（ESIプローブとAPCIのコロナピンを使用す
ることにより、ESIおよびAPCIのイオン化データを交互に
取り込む機能）及びAPCIの２つのイオン化法でSCCPs

を分析し、得られたマススペクトル、クロマトグラム及び
検出下限値を比較したので報告する。
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